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働き方改革の実現に向けて北海道農政部では、令和６年４月より建設業にも「時間外労働の上限規
制」が適用されることをうけ、建設業者に対し働き方改革に関するアンケート調査や現場技術者との意
見交換を実施し寄せられた意見などを踏まえ、工事発注後の取組として業務の効率化を図るために情報
共有システムの活用拡大を図ることにしました。

本手引きは後志総合振興局で令和7年度に取り組んだ情報共有システムを活用して電子納品を行うため
にとりまとめた「電子納品に向けて」を元に全道へ電子納品の取組を進めるためにまとめたものとなり
ます。

工事成果品の作成は「①書類作成→②印刷→③ファイル作成→④ファイルに綴る→⑤成果品」として
いた作業を「①書類作成→②ＰＤＦ化→③フォルダに収納→④成果品化」という作業に変え、そのまま
電子納品に繋げることで、より一層の業務の効率化が図れるものと考えております。

本手引きでは、作業の効率化、電子納品の促進の観点から「工事完成図」及び「工事写真帳」につい
ては、PDF形式での納品としております。
また、「書類一覧」メニューから作成した帳票以外は、「共有書類フォルダ」へ成果品データを登録
する手順で説明しています（フォルダ分けされているため、検索や確認を容易にするため）が、必ずし
も共有書類フォルダへ成果品データを登録しなくても良く、電子成果品機能で成果品データが作成でき
ます。登録の方法については受発注者で確認し、登録方法を決定してください。

紙提出からの脱却を第１目標に本資料の活用をお願いします。

は じ め に
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第１章 成果品収納方法
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工事監理官を利用した電子納品に向けて工事
成果品の格納方法等を統一します

※ 必ずしも強制するものではありませんが統一的な認識を深め日常の業務、検査の効率化
のために下記の方法を基本とします

工事番号 経営体 ○○地区 ××工区

工事監理官の工事の共有書類のフォルダ構成は下図の状態です

拡大
工事監理官の初期状態の
フォルダ構成を極力利用
して農政部の成果報告仕
様にします。
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・・・・・・

・・・・・

・・・・・・・

農政部 施工管理基準より

次ページから詳細 4



① ｢□ 05施工計画｣の＋をクリックして表示される｢□ 01計画書｣をクリック

①

② ② ｢□ 01計画書｣をクリックしている状態から｢追加｣をクリックしフォルダ名に「01当初」

と入力して「保存」をクリック

③

③ ｢□ 01計画書｣の直下に｢□ 01当初｣フォルダが作成されるので施工計画書ファイルを収納する

④ 収納にあたっての注意事項
・ファイルはPDF
・ファイルは細分化せずに極力１ファイルに結合
・画面でストローク表示するので縦横表示を修正

⑤ 施工計画書の変更は①～③の作業でフォルダ名を「02第1回変更」として行って下さい
｢□ 02第1回変更｣に収納するのは変更又は追加になったページだけを収納して下さい(容量過大化防止)

２段書きは基本不要ですので右上に「第１回修正」又は「第１回追加」と標記して下さい
第2回変更以降は上記の作業を繰り返して下さい

⑥ 施工計画書は発注者側として管理職も含め確認する資料となりますので所定のフォルダに収納後に
「工事打合せ簿」(協議)のみ工事監督員に提出して下さい
所定のフォルダに収納されているので添付しなくても良いです

⑦ 施工計画書の確認終了後に「工事打合せ簿」(協議)で修正箇所等を記したファイルを添付し回答しますので
修正したものを所定のフォルダに収納して下さい
修正前のファイルは収納する必要はありません(容量過大化防止)
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① ｢□ 07施工管理｣の＋をクリックして表示される｢□ 01工事打合せ簿(指示)｣以下のフォルダ

をそのまま使用します
工事監理官で作成する工事打合せ簿は新規作成する発議事項毎に｢□ 01工事打合せ簿(指示)｣～
｢□ 07工事打合せ簿(その他)｣に自動分類され収納されます

①

②

③

② ｢□ 01工事打合せ簿(指示)｣フォルダは発注者が作成する工事打合せ簿で施工等に係わる指示を

行う場合に使用します

③ ｢□ 02工事打合せ簿(協議)｣フォルダは受注者・発注者が作成する工事打合せ簿で施工等に係わ

る協議を行う場合に使用します（必ず回答の記載が必要です）

④ ｢□ 03工事打合せ簿(承諾)｣フォルダは受注者が作成する工事打合せ簿で施工等に係わる承諾を

願う場合に使用します（承諾行為等で使用してください 必ず回答の記載が必要です）

⑥ ｢□ 05工事打合せ簿(報告)｣フォルダは受注者が作成する工事打合せ簿で今回の統一に係わる

内容として「５ 請負工事社内検査実施結果一覧表」の提出時に使用します
共通仕様書1-1-48 社内検査 5 により社内検査結果は検査の都度監督員に提示することとされて
おり一覧表は提出することとされてますので工事打合せ簿に一覧表と検査書類等添付し報告して
ください

⑦ ｢□ 06工事打合せ簿(通知)｣フォルダは受注者・発注者が作成する工事打合せ簿で双方が書面で

通知することが必要な場合に使用します（協議を要するもので無く通知(お知らせ)のような時に
使用してください）

⑧ ｢□ 07工事打合せ簿(その他)｣フォルダは受注者・発注者が作成する工事打合せ簿で上記に該当し

ない発議事項の時に使用します
｢□ 08関係機関協議｣～ ｢□ 12確認・立会｣の内容は自動分類されないので｢□ 07工事打合せ簿
(その他)｣で発議して「08～12」の内容はそのままこのフォルダへの収納で構いません
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⑤ ｢□ 04工事打合せ簿(提出)｣フォルダは受注者が作成する工事打合せ簿で都度必要となる書類

提出時に使用します（着工届 下請届 完成届 etc 日付が重要な書類類が多いので要確認）



①

②

① ｢□ 11品質管理｣の＋をクリックして表示される｢□ 01品質管理資料」 ｢□ 02品質証明資料」の

フォルダをそのまま使用します

② ｢□ 01品質管理資料｣フォルダには今回の統一に係わる内容として「３ 品質・規格証明書」の

提出時に使用します

③ ｢□ 02品質証明資料｣フォルダには今回の統一に係わる内容として「４ 試験成績表」の提出時

に使用します
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①

② ｢□ 05工事打合せ簿(報告)｣フォルダは発注者が作成する工事打合せ簿で今回の統一に係わる

内容として「５ 請負工事社内検査実施結果一覧表」の提出時に使用します
共通仕様書1-1-48 社内検査 5 により社内検査結果は検査の都度監督員に提示することとされて
おり一覧表は提出することとされてますので工事打合せ簿に一覧表と検査書類等添付し報告して
ください

① ｢□ 07施工管理｣の＋をクリックして表示される｢□ 05工事打合せ簿(報告)｣ 」のフォルダを

そのまま使用します

以下 ２ 打合せ簿⑥と同文
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①

② 工事月報は種類としては以下の２種類があります
・当該月の工事月報(○月分)の進捗率（計画）を記載した様式(様式－２)
・前月迄の工事月報(○月分)の進捗率（計画・実施）を記載した様式(様式－２)

① ｢□ 09工程管理｣の＋をクリックして表示される｢□ 01履行報告｣ 」のフォルダをそのまま使用

します
工事監理官で作成する工事月報は新規作成する発議事項毎に｢□ 01履行報告」に自動分類され収
納されます

③ ②を月初めに作成して提出します
副題に「○月月報（計画）」または「○月月報（計画・実施）」と記載します
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①

① ｢□ 10出来形管理｣の＋をクリックして表示される｢□ 01出来形管理資料｣をクリック

② ｢□ 01出来形管理資料｣をクリックしている状態から｢追加｣をクリックしフォルダ名に

「01搬入資材検収整理簿」と入力して「保存」をクリック

③ ｢□ 01出来形管理資料｣の直下に｢□ 01搬入資材検収整理簿｣フォルダが作成されるので搬入資材

検収整理簿ファイルを収納する

④ ｢□ 02測定結果一覧表・図表等｣、｢□ 03工事完成図｣、｢□ 04工事写真帳｣は①～③の作業を繰り

返ししてそれぞれのファイルを収納して下さい

⑤ ｢□ 03工事完成図（PDF）｣、｢□ 04工事写真帳（PDF）｣はPDF収納とします

但し工事完成図のＣＡＤデータ、工事写真として撮影したオリジナルデータは別途提供して頂き
たい資料ですので最終的に納品される工事成果品のＣＤ・ＤＶＤ等の原本・副本以外に、工事監
督員と協議しＣＤ・ＤＶＤ等で提出してください
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第２章 電子成果品作成
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工事監理官での電子納品作成の手順

書類一覧タブ 共有書類タブ

・左記以外の成果報告書類を１
章で定めたフォルダに収納す
る

・「書類一覧」メニューで作
成された書類は自動でフォ
ルダに収納される

・共有書類に収納された成果報告書類を取込
※共有書類に収納された書類のうち成果報告書類として不要な書類を間引きして取込

・「工事管理ファイル」へ工事情報を入力(INDEX_C.XMLの作成) 
→ 第２章ｰⅠ

・「書類一覧」で作成された書類の納品情報を修正する(MEETを作成) 
→ 第２章-Ⅱ

・「共有書類」に保存された書類の電子成果品作成(PLAN及びOTHRSを作成) 
→ 第２章-Ⅲ

・電子媒体へ保存 → 第２章-Ⅳ
12

電子成果品タブ

・「書類一覧」メニューか
ら決裁完了させる書類

・工事打合せ簿
・工事打合せ簿（施工計画書）
・段階確認願
・工事月報



共有書類の自動振り分け先フォルダ
工事書類 振り分け先のフォルダ

工事打合せ簿 07施工管理

工事打合せ簿（施工計画書） 05施工計画

段階確認願 07施工管理/11段階確認

工事月報 09工程管理/01履行報告
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電子納品で使用するフォルダ

拡大及び全体表示

① 本資料では使用するフォルダは図の 下線を記した
フォルダに統一します

結果、下記のフォルダ構成になります

□ 施工計画書(PLAN)

・１ 施工計画書(当初)
・１ 施工計画書(第1回変更)

～
・１ 施工計画書(第 回変更)

□ 打合せ簿(MEET)

・２ 打合せ簿
※工事成果品として不要
な提出書類は除く

□ その他(OTHRS)

・３ 品質・規格証明書
・４ 試験成績表
・５ 請負工事社内検査

実施結果一覧表
・６ 工事月報
・７ 搬入主要資材検収整理簿
・８ 測定結果一覧表･出来高管

理図表･品質管理図表
・９ その他（工事特性･創意工

夫、客土関連資料）
・10 工事完成図(PDF)
・11 工事写真(PDF)

② 電子納品であるため図の 下線
を記した「工事管理ファイル
(INDEX_C.XML)」への工事情報
の入力が必要になります。 14



第2章 -Ⅰ.「工事管理ファイル」への工事情報入力(INDEX_C.XMLの作成)

① 該当案件は 「 工事名 」 になります。

「 工事名 」

１．
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２．

３．

工事件名等
① 発注年度(西暦4桁の半角数字)： ３月発注であっても新年度で入力
② 工事番号(13桁の半角数字) ： 年度（西暦下2桁）＋地区番号（7桁）＋工事番号（４桁）
③ 工事名称(正式な契約工事名)：
④ 工事実績システム登録番号 ： コリンズ・テクリス登録番号を入力
⑤ 工事分野 ： 06:農業農村整備
⑥ 工事業種 ： 01:土木工事1式

工種・工法型式
⑦ 工種 ： 21:農業農村整備工事
⑧ 工法型式 ： 320:農業農村整備工
⑨ 工種・工法型式 ： ⑦⑧選択後追加ボタンクリック クリック後⑦⑧は消え

農業農村整備工事／農業農村整備工 が表示される

工事監理官操作マニュアル ４章 電子成果品を作成・登録する のことです
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住所情報
⑩ 住所コード(5桁の半角数字) ： HP参照→http://www.cals-ed.go.jp/cri_otherdoc/ 
⑪ 住所 ： 市町村名＋字名 程度を入力(字名は必須では無い)
⑫ 住所情報 ： ⑩⑪選択後追加ボタンクリック クリック後⑩⑪は消え

⑩住所コード／⑪住所 が表示される
⑬ 工事開始日 ： 直接入力又はカレンダーから選択
⑭ 工事終了日 ： 直接入力又はカレンダーから選択
⑮ 工事内容 ： 仕様書の工事概要を記入

場所情報
⑯ 測地系 ： 02 を選択 「02」世界測地系（JGD2011）
⑰ 水系・路線情報 ： 水系・路線情報はクリックせず未選択のままで
⑱ 境界座標情報 ： 対象地域なし をクリック
⑲ 西側境界座標経度 ： ⑱の結果 ｢ 99999999 ｣が自動入力
⑳ 東側境界座標経度 ： 〃
㉑ 北側境界座標緯度 ： 〃
㉒ 南側境界座標緯度 ： 〃

施設情報
㉓ 施設名称 ： 未入力のままで
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発注機関情報
㉔ 発注機関名・大分類 ： 3:地方公共団体（都道府県）
㉕ 発注機関名・中分類 ： 01:北海道
㉖ 発注者・大分類 ： 北海道農政部
㉗ 発注機関名・小分類 ： 00:○○総合振興局
㉘ 発注者・中分類 ： ○○（総合）振興局
㉙ 発注機関名・再分類 ： 099:(その他の内部部局)
㉚ 発注者・小分類 ： (その他の内部部局)を○○出張所・農村振興課に変更
㉛ 発注者コード ： 下記の８桁のコード番号

受注者情報
㉜ 受注者名 ： 受注者の正式名称を記入、ＪＶの場合には、ＪＶの正式

名称及び代表会社名を続けて記入する。
例：(株)○○組 、○○･△△経常JV 代表(株)○○組

㉝ 受注者コード ： 未入力のままで

その他情報
㉞ 予備 ： 未入力のままで

４．
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発注者コード番号
コード番号 振興局名 コード番号 振興局名

30118099 空知総合振興局 30119099 上川総合振興局

30114000 石狩振興局 30120099 留萌振興局

30117099 後志総合振興局 30121099 宗谷総合振興局

30123099 胆振総合振興局 30122099 オホーツク総合振興局

30124000 日高振興局 30125099 十勝総合振興局

30115099 渡島総合振興局 30126099 釧路総合振興局

30116000 檜山振興局 30127000 根室振興局



第2章 -Ⅱ.「書類一覧」で作成された書類の納品情報を修正する(MEETを作成)

入力済について
マニュアルの内容で「電子成果品作成に必要な情報が入力され、納品対象と
なる書類です。」と記されてますが、「初期値入力済書類の納品情報が修正
され、納品情報の有無が修正された書類」です。
決裁完了した提出書類は納品対象として登録されていますので電子納品に不
要な提出書類は納品情報修正により納品対象の☑を外してください。

１．

２．
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４．

３．
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６．

５．入力終了後「保存」をクリックする
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７．全ての「納品状況」確認後、電子納品画面を表示し打合せ簿(MEET)を選択する

打合せ簿管理ファイル編集で納品情報の☑を外した場合
は、入力情報は｢○｣、納品対象が｢×｣になる

打合せ簿管理ファイル編集を行わずに「初期値入力済」の
場合は、入力情報は｢□｣、納品対象が｢○｣になる

※ 左図では発行日付けが順不揃いのため修正必要

｢シリアルNo.採番｣クリックで修正
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修正されました

８．１～７の作業により「書類一覧」で作成された書類の納品情報を修正されて、電子納品
する打合せ簿(MEET)が作成されたことになります
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１．｢共有書類｣に保存された書類の電子成果品作成には共有書類を一括出力して電子成果品
フォルダに登録する作業が必要となります

共有書類画面を表示して、ルートフォルダを選択して一括出力をクリックする

第2章 -Ⅲ.「共有書類」に保存された書類の電子成果品作成①(PLANを作成)

２．｢閉じる｣をクリックする
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回線速度により変わりますがダウンロードが可能になるまで
数十分かかる場合もあります。

３．ダウンロード画面を表示して、 ｢確認状態｣をクリックする

４．｢状態確認｣ボタンの下にダウンロード一覧が表示され現在の結果が表示されます

５．結果が完了になると「ダウンロード」ボタンが出現するのでクリックする
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６．ダウンロード指示画面になるので「ダウンロード」ボタンをクリックする

７．個々のPCにより状態は異なるが、｢ルートフォルダ．ZIP｣がダウンロードされたらデスク
トップ又は任意 のフォルダに保存し｢ルートフォルダ．ZIP｣をクリックして下図のフォル
ダ構成であることを確認し「ルートフォルダ」のみコピーしてデスク トップ又は任意の
フォルダに保存する

このフォルダ名「ルートフォルダ」に共有書類に保存された
全ファイルが収められています

必ず、｢ルートフォルダ．ZIP｣のフォルダ下層から外し
「ルートフォルダ」を単独にしてください
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８．電子成果品画面を表示して、施工計画書(PLAN)フォルダを選択して｢納品情報追加｣
をクリックする
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９．施工計画書管理ファイルの編集画面が表示されるので｢オリジナルファイルの追加｣を
クリックする

１０．７で準備した｢ルートフォルダ｣をクリックし「05施工計画」フォルダ内にある施工
計画書(当初)のオリジナルファイル(PDF)を選択して｢閉じる｣をクリックする

｢ファイルを選ぶ｣で選択するオリジナルファイル名はひとまず
どんなファイル名であっても構いません
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１１．下図のように施工計画書名称、オリジナルファイル日本語名、オリジナルファイル内容と表示されている
箇所を「１ 施工計画書(当初)」と入力し画面最下部の「納品対象」の☑を確認して｢保存｣をクリックする

「 １ 施工計画書(当初) 」と入力して下さい

「 １ 施工計画書(当初) 」と入力して下さい

「 １ 施工計画書(当初) 」と入力して下さい

「納品対象」の☑を必ず確認
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１２．確認画面が表示されるので｢はい｣をクリック、｢閉じる｣をクリックする
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１３．施工計画書(当初)以降の変更施工計画書の追加は８．～１２．で説明した方法を繰り
返します。
電子成果品画面を表示して、施工計画書(PLAN)フォルダを選択して｢納品情報 追加｣
をクリックする
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１４．施工計画書管理ファイルの編集画面が表示されるので｢オリジナルファイルの追加｣を
クリックする

１５．７で準備した｢ルートフォルダ｣をクリックし「05施工計画」フォルダ内にある施工
計画書(当初)以降のオリジナルファイル(PDF)を選択して｢閉じる｣をクリックする

｢ファイルを選ぶ｣で選択するオリジナルファイル名はひとまず
どんなファイル名であっても構いません
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１６．下図のように施工計画書名称、オリジナルファイル日本後名、オリジナルファイル内容と表示されている
箇所と「１ 施工計画書(第1回変更)」と入力し画面最下部の「納品対象」の☑を確認して｢保存｣をクリックする

「 １ 施工計画書(第1回変更) 」と入力して下さい

「 １ 施工計画書(第1回変更) 」と入力して下さい

「 １ 施工計画書(第1回変更) 」と入力して下さい

「納品対象」の☑を必ず確認
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１７．確認画面が表示されるので｢はい｣をクリック、｢閉じる｣をクリックする

１８．最終の施工計画書まで１３．～１７．作業を繰り返して下さい。
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第1回変更を追加したした時点では左図のようになります

シリアルNo.については何回か作業を繰り返すと､左図のように
１から始まらない番号になりますが特別影響はないです
気になるようでしたら「シリアルNo.採番」をクリックして変更
できます

左図のシリアルNo.を変更しました
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１．｢共有書類｣に保存された書類の電子成果品作成には共有書類を一括出力して電子成果品
フォルダに登録する作業が必要となります

Ⅲの①(PLANを作成)の１．～７で説明で一括出力したルートフォルダから登録します

第2章 -Ⅲ.「共有書類」に保存された書類の電子成果品作成②(OTHRSを作成)

ルートフォルダの中は、登録されてる内容により表示が変わり
ますが、およそ左下図のようなフォルダ構成になっています。

ＯＴＨＲＳに登録する電子成果品には２つのファイルパターン
があります
１つ目は、施工計画書を登録した時のようにフォルダ内にＰＤＦ
ファイルが１つの場合
２つ目はフォルダ内に複数のＰＤＦファイルがある場合がありま
す

この２つのパターンを次ページから説明します
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２．電子成果品画面を表示して、その他(OTHRS)の下層フォルダのその他(OTHRS)フォルダ
を選択して｢納品情報追加｣ をクリックする
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３．今回は「工事写真帳」を登録する方法を例とします
下図のように資料名、オリジナルファイル日本語名、オリジナルファイル内容と表示されている箇所を
「１１ 工事写真帳」と入力し画面最下部の「納品対象」の☑を確認して｢保存｣をクリックする

「納品対象」の☑を必ず確認

２．から３．への説明の間に表示される実際の画面を割愛してます
施工計画書(PLAN)の登録で説明した画面と同じですので詳しくは
そちらで確認してください

また、工事写真帳のファイルはPDFでまとまっているファイルを想
定しています
個別のJPGファイル等を示しているものではありません
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４．確認画面が表示されるので｢はい｣をクリック、｢閉じる｣をクリックする

５．その他(OTHRS)の下層フォルダのその他(OTHRS)フォルダに「１１ 工事写真帳」
が登録されました、ＰＤＦファイルが１つの場合の成果品には 1.～4の作業を繰り
返して下さい。
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６．複数のPDFファイルがある場合の登録には、ＰＤＦファイルが収納されてるフォルダを
ZIPファイルにして登録する必要があります。

７．今回は「工事月報」を登録する方法を例とします
（現在、工事月報は、書類一覧メニューから作成でき、決裁終了後は自動で共有書類フォルダ
へ振り分けされます）
「工事月報」は「09工程管理」フォルダ内の｢01履行報告｣フォルダに登録されているとします
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８．「01履行報告」右クリック、「送る」右クリック、「圧縮(zip型式)フォルダ」クリックします
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９．「01履行報告」フォルダのzipファイルが作成されました
このファイルをオリジナルファイルに使用します

１０. 電子成果品画面を表示して、その他(OTHRS)の下層フォルダのその他(OTHRS)
フォルダを選択して｢納品情報追加｣ をクリックする

画面割愛 ２の説明画面参照
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１１．下図のように資料名、オリジナルファイル日本語名、オリジナルファイル内容と表示されている箇所を
「6 工事月報」と入力し画面最下部の「納品対象」の☑を確認して｢保存｣をクリックする

「納品対象」の☑を必ず確認

１０．から１１．への説明の間に表示される実際の画面を割愛してます。
施工計画書(PLAN)の登録で説明した画面と同じですので詳しくはそちら
で確認してください。
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１２．その他(OTHRS)の下層フォルダのその他(OTHRS)フォルダに全ての電子納品ファイル
が登録されると下図のような画面になります

シリアル№の変更ができませんので並び替えが出来ないようです。
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１．提出用DVD・CDの作成
電子成果品画面を表示し「一括出力」をクリックする

①の「一括出力」と②の「一括出力」の違いについて
①の「一括出力」は全ての電子成果品フォルダの納品対象に
チェックがされたファイルが出力され
②の「一括出力」は選択されたフォルダ内の納品対象に
チェックがされたファイルが出力されます。

電子成果品作成にあたり、今回の説明資料では共有書類での
ルートフォルダを一括出力し登録していく方法で説明をしま
したが個別のファイルを一括出力して電子成果品を作成して
いく方法へと応用できます。①

② 46

第2章 -Ⅳ. 電子媒体の作成について



２．｢閉じる｣をクリックする

３．ダウンロード画面を表示して、 ｢確認状態｣をクリックする

４．｢状態確認｣ボタンの下にダウンロード一覧が表示され現在の結果が表示されます
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５．結果が完了になると「ダウンロード」ボタンが出現するのでクリックする

６．ダウンロード指示画面になるので「ダウンロード」ボタンをクリックする
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７．個々のPCにより状態は異なるが、｢download．ZIP｣がダウンロードされたらデスク
トップ又は任意 のフォルダに保存し｢download ．ZIP｣をクリックして下図のフォル
ダ構成であることを確認し全てのファイルをDVD・CDに保存する

この辺のファイル名は都度変わります

以上で電子成果品の作成は終了したことになります。
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第2章 -Ⅴ. 電子成果品の確認について （振興局担当員向け）

１．電子成果品の確認は「電子納品検査プログラム」を使用して確認します。

２．使用方法は各自覚えてください。
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３．施工計画書(PLAN)は下図のように登録されている
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４．打合せ簿(MEET)は下図のように登録されている

52※ 全ての工事打合せ簿が同名になってしまう事への改善策は第３章を参照して下さい。



５．その他(OTHRS)は下図のように登録されている
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第2章 -Ⅵ. 電子媒体の提出について

１．提出する媒体に関しては「北海道農政部 農業農村整備事業電子納品運用の手引き（案）【工事編】」に基づき提出してください。
この資料では抜粋して特に気を付けていただきたいことを記します

２．ラベルについては「北海道農政部 農業農村整備事業電子納品運用の手引き（案）【工事編】」に基づき提出してください。
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３．成果品の提出はA4紙ファイルのみで結構です。
１枚目に下記の電子媒体納品書、2枚目に成果品目録、３枚目(3つ目)に電子媒体を収納するプラスチックケースとプロテクト台紙(収納ケース)で構成して下さい
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成果品目録について

成果品目録は改めて作成する必要はありません。
下記の方法で印刷した物を添付して下さい。

電子成果品画面を表示し、「納品物等一覧」をクリックする

｢納品物等一覧.html｣ ファイルがダウンロードされるので
そのファイルを開いてＡ４縦印刷をして成果品目録として
添付して下さい。

次ページ参照
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第３章 電子成果品作成（補足）
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第3章 –Ⅰ. 工事打合せ簿(MEET)編
第２章－Ⅱで作成された工事打合せ簿(MEET)については、完成検査時に発注者側が使用する福井コンピュター(株)のアプリケーションである「電子納品
検査プログラム」による画面表示では工事打合せ簿の副題が表示されずに全てが同名の「工事打合せ簿」と表示されてしまいます(下記図参照)
全てが同名となる工事打合せ簿では完成検査時等においても支障となることから修正をお願いします。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪
⑫

⑬

①～⑬の全てが同名で表示されてしまう
添付ファイル名によりある程度わかるが、⑪は添付ファイルがないの
で何の打合せ簿かが解らなくなっている

①の打合せ簿

→ 7/3/27_打合せ簿_初回打合せ ・・・ こんな表示がわかりやすい



工事打合せ簿名称の修正方法

１．マイポータルの画面から書類をクリック

２．案件選択で工事名を選択し、状況 ☑ すべて
にチェックして検索をクリック

60

① 工事名選択

① 書類をクリック

② すべてに☑

③ 検索をクリック

３．提出された打合せ簿が表示されます



３．

61

４．打合せ簿管理ファイルの編集画面が表示される
ので該当箇所を修正

① をクリック

② 納品情報修正
をクリック

① このファイル名を変更する

変更前

変更後

打合せ名称(副題)を後にコピー

この日付けを前にコピー

② このファイル名を①と同名に変更する

発注者側が使用する福井コンピュター(株)の「電子納品検査プロ
グラム」による画面表示を変更するには①の｢オリジナルファイ
ル内容｣の変更だけで可能ですが、工事監理官で扱うには｢打合せ
簿名称｣も変更したほうが良いようです

コピー
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ここは変更する必要無し

この日付けを前にコピー

62
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ここは変更する必要無し５．修正終了後 ｢保存｣ をクリック

① 保存をクリック

② はいをクリック

③ 閉じるをクリック

６．３～５の作業を打合せ簿毎に繰り返します

※ 単純作業ですが数が多いと大変になりますので打合せ簿
作成時に行うことをおすすめします 63
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７．変更の確認は下記の方法で行います

電子成果品画面を表示し、「打合せ簿(MEET)」をクリックする

シリアルNo.１～１３の ｢打合せ簿名称｣ が左図のように変更
されます
シリアルNo.１４は変更漏れです
変更漏れがあった場合 「打合せ簿名称」をダブルクリックすれば
打合せ簿管理ファイルの編集画面が表示されるので前ページまでの
修正方法で修正して下さい

前ページまでの１～４によらず、始めから７の画面から修正するこ
とも可能です
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪
⑫

⑬

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪
⑫

⑬

８．発注者側が使用する福井コンピュター(株)の「電子納品検査
プログラム」では下図のように変更されました。

①

②

③

※ 日付の前に ● 等を記するとより見やすくなります


